
３

評
価
機
関
に
よ
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
評
価
の
基
準
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長
が
定
め
る
も

の
と
す
る
。

４

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
は
、
三
年
に
一
回
以
上
、
評
価
機
関
に
よ
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
評
価
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
は
、
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
ら
評
価
を
行
い
、
又
は
評
価
機
関
に
よ

る
評
価
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

附

則

（
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
責
任
者
の
経
過
措
置
）

（
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
責
任
者
の
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
修
了
し
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
修
了
し
た
も
の
（
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
を
含
む
。）」
と
す
る
。

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
修
了
し
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
修
了
し
た
も
の
（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
を
含
む
。）」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
十
九
条
の
二

法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
仕
事
・
子
育
て
両
立

支
援
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二

法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
仕
事
・
子
育
て
両
立

支
援
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
乳
幼
児
の
み
の
保
育
を
行
う
施
設
で
あ
つ
て
、
そ
の
旨
が
約
款
そ
の
他
の
書
類
に
よ
り
明
ら

か
で
あ
る
も
の

一

次
に
掲
げ
る
乳
幼
児
の
み
の
保
育
を
行
う
施
設
で
あ
つ
て
、
そ
の
旨
が
約
款
そ
の
他
の
書
類
に
よ
り
明
ら

か
で
あ
る
も
の

（
削
る
）

イ

事
業
主
が
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は

事
業
主
か
ら
委
託
を
受
け
て
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る

施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼
児

（
削
る
）

ロ

事
業
主
団
体
が
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た

め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は
事
業
主
団
体
か
ら
委
託
を
受
け
て
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す

る
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
労
働
者
の
監
護
す
る
乳
幼

児

（
削
る
）

ハ

第
一
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
（
以
下
ハ
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。）が
当
該
組

合
の
構
成
員
の
監
護
す
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は
同
項
に
規
定
す
る
組
合

か
ら
委
託
を
受
け
て
当
該
組
合
の
構
成
員
の
監
護
す
る
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、

当
該
構
成
員
の
監
護
す
る
乳
幼
児

イ
〜
ホ

（
略
）

ニ
〜
チ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
七
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
十
九
条
の
二
の
二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。




		2019-03-28T14:53:05+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




